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できるだけ保育指導案ジャーゴン（山内, 2007）の使用を避けたり、「SSTEW（Sustained Shared 
Thinking and Emotional Well-being）スケール」（Siraj, Kingston, & Melhuish, 2015 秋田・淀
川訳 2016）や「ECERS-3（Early Childhood Environment Rating Scale, Third Edition）」（Harms, 












論から構成されている（西村, 2019；Ryan & Deci, 2017）。この理論では、自律性、有能さ、関
係性という三つの基本的心理欲求が満たされることによって、人がより自律性の高い動機づけを
形成することや適応的な発達や精神的健康、心理的成長を獲得できることが仮定されている（西


















































































阿部 和子（2016）．「養護と教育が一体となって営まれる保育」を言語化することとは 上村 初
美（発行）養護と教育が一体となった保育の言語化～保育に対する理解の促進と、さらなる
保育の質向上に向けて～（pp.6-21）全国保育士会 
藤原 文雄（2008）．教職員理解が学校経営力を高める  学校で働く人たちのチームワークをどう
活かすか 第 2 版 学事出版 
Harms, T., Clifford, R. M., & Cryer, D. (2015). Early Childhood Environment Rating Scale,  
Third Edition. Teachers College Press. 
（ハームス, T., クリフォード, R. M., & クレア, D. 埋橋 玲子（訳）（2016）．新・保育環
境評価スケール①〈3 歳以上〉 法律文化社） 





井邑 智哉・安氏 洋子・岡花 祈一郎・阪木 啓二（2019）．保育者の品格が保育職への自律的職
務態度に及ぼす影響（2）―保育者養成校卒業から就職後 3 ヶ月までの縦断調査― 佐賀
大学大学院学校教育学研究科紀要, 3, 1-6. 
石津 憲一郎・安保 英勇（2008）．中学生の過剰適応傾向が学校適応感とストレス反応に与える
影響 教育心理学研究, 56, 23-31. 
伊藤 正哉・小玉 正博（2005）．自分らしくある感覚（本来感）と自尊感情が well-being に及ぼ
す影響の検討 教育心理学研究, 53, 74-85. 
風間 惇希（2015）．大学生における過剰適応と抑うつの関連―自他の認識を背景要因とした新
たな過剰適応の構造を仮定して― 青年心理学研究, 27, 23-38. 
北村 晴朗（1965）．適応の心理 誠信書房 
古賀 三紀子・世良田 静江・世良田 邦彦・関 総（2011）．同僚性にもとづく保育のふり返りと
保育者の育ち―より豊かな保育の質を求めて― 久留米信愛女学院短期大学研究紀要 , 
34, 131-136. 
桑山 久仁子（2003）．外界への過剰適応に関する一考察―欲求不満場面における感情表現の仕
方を手がかりにして― 京都大学大学院教育学研究科紀要, 49, 481-493. 
前田 直樹・金丸 靖代・畑田 惣一郎（2009）．保育者効力感、社会的スキル及び職務満足感が保
育士の精神的健康に与える影響 九州保健福祉大学研究紀要, 10, 17-23. 
益子 洋人（2008）．青年期の対人関係における過剰適応傾向と、性格特性、見捨てられ不安、承




伴性、本来感との関連― 文学研究論集, 30, 243-251. 
益子 洋人（2010）．大学生の過剰な外的適応行動と内省傾向が本来感におよぼす影響 学校メン
タルヘルス, 13, 19-26. 
三木 知子・桜井茂男（1998）．保育専攻短大生の保育者効力感に及ぼす教育実習の影響 教育心
理学研究, 46, 203-211. 
中坪 史典（2014）．同僚性は保育者の専門性向上のカギ これからの幼児教育（2014 夏）, 20. 
西村 多久磨（2019）．自己決定理論 上淵 寿・大芦 治（編）新・動機づけ研究の最前線（pp.45-73）
北大路書房 芦 
西村 多久磨・櫻井 茂男（2011）．学業領域における基本的心理欲求充足尺度の作成 筑波大学
心理学研究, 42, 69-76． 
西村 多久磨・櫻井 茂男（2015）．中学生における基本的心理欲求とスクール・モラールとの関
連―学校場面における基本的心理欲求充足尺度の作成  パーソナリティ研究 , 24, 
124-136. 
西山 修（2006）．幼児の人とかかわる力を育むための多次元保育者効力感尺度の作成 保育学研
究, 44, 150-160. 
小澤 拓大・野坂 敬（2016）．新任保育者の保育現場への適応に向けて―保育現場と保育者養
成校の包括的協働についての提言― 宮崎学園短期大学紀要, 8, 16-24. 
小澤 拓大・大坪 祥子・三宅 貴之・溝口 充子（2017）．保育現場との協働による宮崎県若手保
育者の不適応の検討―平成 27 年度宮崎県幼稚園教職員研修大会における調査から― 
宮崎学園短期大学紀要, 9, 36-46. 
小澤 拓大・大坪 祥子・三宅 貴之・玉城 美千子・藤田 博・溝口 充子（2018）．新任保育者の
適応・熟達化を促進する保育現場の研究 宮崎学園短期大学紀要, 10, 34-55. 
小澤 拓大・玉城 美千子（2019）．保育の質の確保・向上における主幹・主任の役割 宮崎学園
短期大学紀要, 11, 14-30. 
Ryan, R. M., & Deci, E. L. (2017). Self-determination theory: Basic psychological needs in 
motivation, development and wellness. New York: The Guilford Press. 
Siraj, I., Kingston, D., & Melhuish, E. (2015). Assessing Quality in Early Childhood 
Education and Care: Sustained Shared Thinking and Emotional Well-being (SSTEW) 
Scale for 2-5-year-olds provision. IOE Press 
  （シラージ, I., キングストン, D., & メルウィッシュ, E. 秋田 喜代美・淀川 裕美（訳）（2016）．
「保育プロセスの質」評価スケール―乳幼児期の「ともに考え、深めつづけること」と「情
緒的な安定・安心」を捉えるために 明石書店） 
杉村 伸一郎・朴 信永・若林 紀乃（2009）．保育における省察の構造 幼年教育研究年報, 31, 5-14. 
田辺 昌吾（2011）．心身ともに健康な子どもを育むための保育者の資質について―「健康」保
育者効力感からの検討― 四天王寺大学紀要, 51, 175-185. 







山内 紀幸（2007）．保育ジャーゴンの研究 社会文脈実践家としての保育者 磯部 裕子・山内 紀
幸（著）ナラティブとしての保育学（pp.192-222）萌文書林 
山﨑 玲奈・青木 紀久代・黒川 祐貴子（2011）．困難な保護者対応と保育者の援助志向性：バー
ンアウト予防の可能性を探る お茶の水女子大学心理臨床相談センター紀要, 13, 11-18. 
 
注 
1 紙面の都合上、本論では、多くの先行研究を示しながら論じることはできない。関連する先行
研究の一部については、筆者らの論文において論じている。また、各論文では新任保育者や主
任・主幹について言及しているものもあるが、本論においては、保育現場の性質としてそれ以
外の保育者にも該当し得るものとして論じる。 
2 三木・桜井（1998）の保育者効力感尺度には「私は、保護者に信頼を得ることができると思う」
という項目、田辺（2011）の「健康」保育者効力感尺度には「保護者に子どもが健康な生活の
リズムを身に付けることの大切さを伝え、家庭での生活の仕方についての理解を促す」という
項目がある。しかし、西山（2006）の「人間関係」保育者効力感も含め、いずれも自身が行う
子どもへの保育に対する認識を中心とした捉え方であると考えられる。  
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